
(57)【要約】
【課題】　真珠核挿入後脱核を防止する薬剤等の脱核防止に有効な成分及びその供与方法
。
【解決手段】　本発明により、真珠養殖時の真珠核挿入後の脱核率を減少させるために、
核入れ手術に伴う傷より侵入する病原性細菌等の活性を抑える抗菌性物質、消炎作用等に
も有効な免疫抑制剤及び生体機能の早期回復を促す水溶性ビタミンより選ばれる少なくと
も１種類の薬剤を液状油脂に混合した注射剤を貝に注射することにより、その薬剤を貝に
確実に与えることができ、その結果として、核入れ手術による傷を早期に治癒し、顕著な
脱核防止効果を観ることができた。
【選択図】   なし 10
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
真 珠 養 殖 に お い て 、 少 な く と も １ 種 類 の 薬 剤 及 び 微 粉 二 酸 化 ケ イ 素 を 液 状 油 脂 に 均 一 に 混
合 分 散 し た 、 脱 核 防 止 に 有 効 な 脱 核 防 止 油 性 注 射 剤 。
【 請 求 項 ２ 】
薬 剤 が 抗 菌 性 物 質 、 免 疫 抑 制 剤 及 び 水 溶 性 ビ タ ミ ン よ り 選 ば れ る 少 な く と も ２ 種 類 の 薬 剤
で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ の 脱 核 防 止 油 性 注 射 剤 。
【 請 求 項 ３ 】
薬 剤 で あ る 抗 菌 性 物 質 が マ ク ロ ラ イ ド 系 抗 生 物 質 及 び /又 は テ ト ラ サ イ ク リ ン 系 抗 生 物 質
で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 及 び 請 求 項 ２ の 脱 核 防 止 油 性 注 射 剤 。
【 請 求 項 ４ 】
液 状 油 脂 が 植 物 油 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1、 請 求 項 ２ 及 び 請 求 項 ３ の 脱 核 防 止 油
性 注 射 剤

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 真 珠 養 殖 に お け る 核 入 れ 作 業 後 に 生 じ る 真 珠 核 の 吐 き 出 し （ 脱 核 ） 防 止 及 び 貝
の 死 亡 を 防 止 す る 脱 核 防 止 注 射 剤 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
現 在 の 真 珠 養 殖 は 、 母 貝 を 抑 制 し た 後 母 貝 に 真 珠 核 を 入 れ そ の 真 珠 核 に 真 珠 層 が 形 成 さ れ
た 後 真 珠 を 収 穫 す る が 、 こ の 真 珠 核 を 母 貝 に 入 れ る 核 入 れ 作 業 後 脱 核 し た り 、 貝 自 体 が 死
亡 す る こ と に よ り 真 珠 形 成 に 至 ら な い こ と が 発 生 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の 脱 核 あ る い は 死 亡 の 原 因 は 、 真 珠 核 挿 入 作 業 の 母 貝 に 対 し て メ ス を 使 用 し 手 術 を 行 う
こ と に よ る 母 貝 へ の 傷 、 真 珠 核 挿 入 作 業 に よ る ス ト レ ス 及 び ／ 又 は 貝 に と っ て は 異 物 で あ
る 真 珠 核 の 強 制 的 な 挿 入 に あ る 。 つ ま り 、 挿 核 手 術 に お け る 傷 周 辺 で の 炎 症 、 病 原 性 細 菌
等 の 増 殖 ま た は 生 体 機 能 の 回 復 の 遅 れ 等 に よ り 、 脱 核 あ る い は 死 亡 が 起 こ る と 考 え ら れ る
。
【 ０ ０ ０ ４ 】
そ の 脱 核 率 の 低 下 あ る い は 死 亡 率 の 低 下 す る 技 術 と し て 、 傷 よ り 進 入 す る 病 原 性 細 菌 等 の
活 性 を 抑 え る こ と が で き れ ば 脱 核 及 び 死 亡 を 減 少 さ す こ と が 可 能 だ と い う 考 え よ り 、 挿 入
す る 真 珠 核 の 表 面 に 抗 生 物 質 （ オ キ シ テ ト ラ サ イ ク リ ン ） を コ ー テ ィ ン グ し 、 挿 入 後 貝 内
部 で 抗 生 物 質 が 溶 出 す る こ と に よ り 貝 体 内 に 吸 収 さ れ 、 真 珠 核 挿 入 時 の 手 術 に よ る 傷 口 よ
り 侵 入 し た 病 原 性 菌 等 の 活 性 を 押 さ え 、 核 入 れ 手 術 に 伴 う 傷 が 早 期 治 癒 す る こ と に よ り 真
珠 核 の 吐 き 出 し を 減 少 さ せ よ う と す る 技 術 が 存 在 す る 。 ま た 、 注 射 剤 と し て 一 般 的 な 水 性
注 射 剤 と し て 貝 に 注 射 す る こ と も 考 え ら れ て き た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
し か し 、 真 珠 核 表 面 に コ ー テ ィ ン グ し た 抗 生 物 質 で は 容 易 に 溶 け 出 し 、 貝 に 吸 収 さ れ る 前
に 貝 の 外 に 流 出 し 利 用 さ れ ず 、 水 性 注 射 剤 で は あ ま り に も 貝 の 薬 剤 吸 収 が 早 く 短 期 間 で そ
の 効 果 が な く な る こ と な ど に よ り 、 多 少 の 脱 核 防 止 効 果 は 観 ら れ る も の の 十 分 な 効 果 が 上
が っ て い な い の が 現 状 で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ３ － ８ ７ １ ２ ８ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
解 決 し よ う と す る 問 題 点 は 、 真 珠 核 挿 入 後 脱 核 を 防 止 す る 薬 剤 等 の 脱 核 防 止 に 有 効 な 成 分
及 び そ の 有 効 成 分 を 確 実 に 且 つ 長 期 間 徐 々 に 貝 に 吸 収 さ せ る 方 法 で あ る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 者 は 、 薬 剤 は 水 と 接 触 す る と 分 解 し や す く そ の 薬 剤 効 果 が 減 少 す る こ と が 一 般 的 で
あ る こ と 及 び 油 性 の 薬 剤 に す る こ と に よ り 有 効 成 分 を 長 期 間 徐 々 に 供 与 で き る と 考 え 、 薬
剤 を 、 特 許 第 3300926号 に あ る 液 で あ る 微 粉 二 酸 化 ケ イ 素 を 水 を 含 有 し な い 液 状 油 脂 に 混
合 し た 液 に 、 溶 解 及 び /又 は 均 一 分 散 さ す こ と に よ り 、 長 期 保 存 に お い て も 薬 剤 の 分 解 減
少 及 び 分 散 し た 薬 剤 に 沈 殿 の 観 ら れ な い 油 性 の 注 射 剤 と し 、 そ の 注 射 剤 を 貝 に 注 射 す る こ
と に よ り 、 脱 核 率 を 低 下 さ せ る こ と を 見 出 し た 。 つ ま り 本 発 明 は 、 （ １ ） ： 真 珠 養 殖 に お
い て 、 少 な く と も １ 種 類 の 薬 剤 及 び 微 粉 二 酸 化 ケ イ 素 を 液 状 油 脂 に 均 一 に 混 合 分 散 し た 、
脱 核 防 止 に 有 効 な 脱 核 防 止 油 性 注 射 剤 、 （ ２ ） ： 薬 剤 が 抗 菌 性 物 質 、 免 疫 抑 制 剤 及 び 水 溶
性 ビ タ ミ ン よ り 選 ば れ る 少 な く と も ２ 種 類 の 薬 剤 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ の 脱 核
防 止 油 性 注 射 剤 、 （ ３ ） ： 薬 剤 で あ る 抗 菌 性 物 質 が マ ク ロ ラ イ ド 系 抗 生 物 質 及 び /又 は テ
ト ラ サ イ ク リ ン 系 抗 生 物 質 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 及 び 請 求 項 ２ の 脱 核 防 止 油 性
注 射 剤 、 （ ４ ） ： 液 状 油 脂 が 植 物 油 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1、 請 求 項 ２ 及 び 請 求
項 ３ の 脱 核 防 止 油 性 注 射 剤 、 に 関 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
真 珠 核 挿 入 後 の 脱 核 率 の 減 少 を 目 的 と し て 鋭 意 研 究 し た 結 果 、 核 入 れ 手 術 に 伴 う 傷 よ り 侵
入 す る 病 原 性 細 菌 等 の 活 性 を 抑 え る 抗 菌 性 物 質 及 び ／ 又 は 消 炎 作 用 等 に も 有 効 な 免 疫 抑 制
剤 及 び /又 は 生 体 機 能 の 早 期 回 復 を 促 す 水 溶 性 ビ タ ミ ン な ど の 薬 剤 を 含 む 油 性 の 注 射 剤 を
貝 に 注 射 す る こ と に よ り 、 そ の 薬 剤 を 確 実 に 且 つ 油 性 に し た こ と に よ り 徐 々 に 貝 に 与 え る
こ と が で き た 。 そ の 結 果 と し て 、 核 入 れ 手 術 に よ る 傷 を 早 期 に 治 癒 し 且 つ 長 期 に わ た り 薬
剤 の 効 果 を 持 続 す る こ と が で き 、 脱 核 率 を 減 少 さ す こ と が で き た だ け で な く 、 母 貝 の 死 亡
率 の 低 下 及 び 養 殖 真 珠 品 質 向 上 効 果 も み ら れ 本 発 明 を 完 成 す る に 至 っ た 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
脱 核 率 減 少 に 有 効 な 成 分 と し て は 抗 生 物 質 及 び 合 成 抗 菌 剤 等 の 抗 菌 性 物 質 、 水 溶 性 ビ タ ミ
ン 類 、 免 疫 抑 制 剤 及 び そ の 他 有 効 成 分 等 が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
そ の 抗 生 物 質 と し て は ア ミ ノ グ リ コ シ ド 系 と し て 硫 酸 カ ナ マ イ シ ン 等 、 グ リ コ ペ プ チ ド 系
と し て バ ン コ マ イ シ ン 等 、 テ ト ラ サ イ ク リ ン 系 と し て オ キ シ テ ト ラ サ イ ク リ ン 等 、 ペ ニ シ
リ ン 系 と し て ア ン ピ シ リ ン 等 、 マ ク ロ ラ イ ド 系 と し て エ リ ス ロ マ イ シ ン 等 、 リ ン コ マ イ シ
ン 系 と し て リ ン コ マ イ シ ン 等 及 び ク ロ ラ ム フ ェ ニ コ ー ル 類 、 ホ ス ホ マ イ シ ン 類 な ど が 挙 げ
ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
合 成 抗 菌 剤 と し て は サ ル フ ァ ー 剤 と し て ス ル フ ァ モ ノ メ ト キ シ ン 、 ス ル フ ァ キ ノ キ サ リ ン
等 、 チ ア ン フ ェ ニ コ ー ル 、 オ キ ソ リ ン 酸 、 フ ロ ル フ ェ ニ コ ー ル な ど が 挙 げ ら れ る 。 そ の 抗
菌 性 物 質 の 含 有 量 は 、 0.01～ 40重 量 ％ 、 好 ま し く は 0.05～ 30重 量 ％ の 範 囲 で 選 ば れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
水 溶 性 ビ タ ミ ン と し て は ビ タ ミ ン Ｃ 、 ビ タ ミ ン Ｂ 1、 ビ タ ミ ン Ｂ 2、 ビ タ ミ ン Ｂ 6、 ビ タ ミ
ン Ｋ 、 パ ン ト テ ン 酸 、 ニ コ チ ン 酸 、 ビ オ チ ン な ど が 挙 げ ら れ る 。 そ の 含 有 量 は 、 0.001～ 4
0重 量 ％ 、 好 ま し く は 0.005～ 30重 量 ％ の 範 囲 で 選 ば れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
免 疫 抑 制 剤 と し て は ス テ ロ イ ド ホ ル モ ン 剤 の コ ル チ ゾ ン 、 プ レ ド ニ ゾ ロ ン 、 デ キ サ メ タ ゾ
ン 、 抗 生 物 質 の マ イ ト マ イ シ ン C、 ア ク チ ノ マ イ シ ン D、 ア ル キ ル 化 剤 の シ ク ロ ホ ス フ ァ ミ
ド 、 プ リ ン 拮 抗 剤 の ア ザ チ オ プ リ ン な ど が 挙 げ ら れ る 。 そ の 含 有 量 は 、 0.001～ 10重 量 ％
、 好 ま し く は 0.005～ 5重 量 ％ の 範 囲 で 選 ば れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
そ の 他 有 効 成 分 と し て は ア ミ ノ 酢 酸 、 ア ラ ニ ン 、 ア ル ギ ニ ン 、 リ ジ ン 、 グ ル タ ミ ン 酸 ナ ト
リ ウ ム 、 ト リ プ ト フ ァ ン 、 ト レ オ ニ ン 、 バ リ ン 、 メ チ オ ニ ン な ど の ア ミ ノ 酸 、 ブ ド ウ 糖 、
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ニ ン ニ ク エ キ ス 、 ウ コ ン エ キ ス 、 タ ウ リ ン な ど が 挙 げ ら れ る 。 更 に ビ タ ミ ン Ａ 、 ビ タ ミ ン
Ｅ な ど の 水 溶 性 以 外 の ビ タ ミ ン な ど も 混 合 で き る 。 そ の 他 界 面 活 性 剤 な ど の 分 散 剤 及 び 安
定 剤 等 を 混 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
そ の 液 状 油 脂 と し て は 、 ト ウ モ ロ コ シ 油 、 な た ね 油 、 ダ イ ズ 油 、 オ リ ー ブ 油 な ど の 植 物 油
が あ る が 、 水 を 含 ま な い 油 性 の 液 状 物 で あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 本 発 明 の 油 性 注 射 剤 を 使 用 で き る 貝 は 、 ア コ ヤ 貝 、 シ ロ チ ョ ウ 貝 、 ク ロ チ ョ ウ 貝 、
イ ケ チ ョ ウ 貝 等 の 真 珠 養 殖 に 適 す る 貝 で あ れ ば 特 に 制 限 は な く 、 そ れ ら 貝 へ の 注 射 の 時 期
は 真 珠 核 挿 入 前 、 挿 入 時 及 び ／ 又 は 挿 入 後 に い ず れ の 時 期 で も 良 い が 、 望 ま し く は 真 珠 核
挿 入 時 が 良 い 。 貝 部 位 へ の 注 射 は 貝 柱 、 中 腸 腺 又 は 生 殖 腺 な ど い ず れ で も 可 能 で あ る が 、
望 ま し く は 貝 柱 に 注 射 を 行 う 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ７ 】
以 下 に 実 施 例 を 挙 げ て 詳 し く 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ ら に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
注 射 剤 の 調 製 ： （ １ ） オ キ シ テ ト ラ サ イ ク リ ン 　 5.0ｇ 、 （ ２ ） ビ タ ミ ン Ｂ 1　 0.1ｇ 、 （
３ ） ビ タ ミ ン Ｂ 2　 0.1ｇ 、 （ ４ ） ビ タ ミ ン Ｃ 　 10.0ｇ 、 （ ５ ） ビ タ ミ ン Ｅ  5.0ｇ 、 （ ６ ）
プ レ ド ニ ゾ ロ ン 　 0.1ｇ 、 （ ７ ） ブ ド ウ 糖 　 5.0ｇ 、 （ ８ ） グ リ セ リ ン 脂 肪 酸 エ ス テ ル 　 1.
0ｇ 、 （ ９ ） 微 粉 二 酸 化 ケ イ 素 10.0ｇ 、 （ 10） 植 物 油 　 残 量 、 （ ９ ） を （ 10） に 入 れ 均 一
に 分 散 し た 液 に （ １ ） ～ （ ８ ） を 入 れ 混 合 器 で 均 一 に 混 合 分 散 す る こ と に よ り 脱 核 防 止 油
性 注 射 剤 １ kgを 得 た 。 そ の 注 射 剤 の 有 効 成 分 に つ い て 、 経 時 的 な 残 存 率 の 変 化 及 び 沈 殿 の
有 無 を 調 べ た （ 保 存 条 件 ： 40℃ 、 75％ Ｒ Ｈ ） 。 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ア コ ヤ 貝 へ の 注 射 ： 調 整 し た 注 射 剤 を 核 入 れ 工 程 時 に 注 射 器 （ 水 産 用 注 射 器 ア ク ア ピ ス タ
ー 、 富 士 平 工 業 社 製 ） を 用 い 0.1ｍ Lを 貝 柱 に 注 射 し 、 2ヶ 月 後 の 母 貝 の 死 亡 及 び 真 珠 核 の
脱 核 防 止 効 果 を 確 認 し た 。 （ 比 較 例 ） 真 珠 核 と し て 、 オ キ シ テ ト ラ サ イ ク リ ン を コ ー ト し
た 真 珠 核 を 貝 に 入 れ 、 母 貝 の 死 亡 及 び 真 珠 核 の 脱 核 に つ い て 実 施 例 と 比 較 し た 。 結 果 を 表
２ に 示 す 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ０ 】
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ １ 】
第 １ 表 か ら 明 ら か な よ う に 、 本 発 明 の 実 施 例 の 油 性 注 射 剤 に 含 有 す る 有 効 成 分 は 残 存 率 に
減 少 は 観 ら れ ず 、 ま た 、 長 期 間 沈 殿 も 観 ら れ ず 極 め て 安 定 な 注 射 剤 で あ る こ と が わ か っ た
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 第 ２ 表 か ら 明 ら か な よ う に 、 本 発 明 の 実 施 例 の 油 性 注 射 剤 は 比 較 例 と 比 較 し 、 脱 核 率
で 60％ の 減 少 及 び 死 亡 率 で 38％ の 減 少 が 観 ら れ 、 真 珠 収 穫 率 で 20％ 多 く 収 穫 で き 本 発 明 は
真 珠 養 殖 に 大 き な 貢 献 を す る も の と 確 認 し た 。
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